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お 問い 合わ せ 先 
〒146 東京 都 大 田 区 矢口 2-1-21 
和則 ナム コ ノワ ー ス 編集 室 
03(3756)2311 担当 森 


NOURS [ノワ ー ズ ] 冬 号 
1993 年 11 月 30 日 発行 Vol.2 
〒146 東京 都 大 田 区 矢口 2-1-21 
( 則 ナ ムコ 
発行 人 中 村 雅 哉 
編集 人 十川 尚美 
AD. D/ 則 パレ ッ ト 
D.C. カン パニ ー 
COVER/Ilustration by Eiji Tamura 
印刷 奥村 印刷 妹 
⑥ ナ ムコ 1993 
(本 誌 記事 の 無断 転載 お よび 複写 を 禁じ ます ) 


9 


特集 
…『 進 化す る ゲー ム 」 
PUWER 0UF PULYGON 


@「 サイバー スレ ッ ド 」 必 勝 テ クニ ッ ク 研 究 
@ 超 リア ル 感 覚 の ! リ ッ ジ レー サー』 に 
ドリ キン 土屋 が 挑戦 


アク トレ ス 


連載 | 女優 は ホモ ・ ル ー デ ンス | 
第 2 回 山本 未来 きん 

ls 一 一 手軽 に で きる パー ティ ー・ ク ッ キ ング 

ビ ピーチ と レア チー ズ の 絶妙 な コン ビ で 、 
バー ティ ー に 華 を 添え て み ま せ ん か 。 


ce 一 連載 ! 日 本 を 遊ぶ 」 


@in SAGAMIHARA る in 還 RAKATA @in FUKUYAMA 


激走 . ノ 鈴鹿 8 耐 それ は 
人 と マシ ン が 限界 に 挑む 長く 熱い 死闘 の ドラ マ 


NAMICOT NEW GANME BARCODE BOY 
@ モ ンス ター メー カー バー コー ドサ ー ガ 

⑱@ フ ァ ミ リー ジョ ッ キ ー2 名 馬 の 血 統 

@ フ ァ ミ スタ 3 氏 カ ッ ト ビ ロー ド 


で きた て 新 製品 情報 
@ 幽 メ 遊 x 白 書 


ELEIMMECHA FLASH 新 製品 を 狙え . ノ 
ソン ビ キャ ッ ス ル 鍛 ダ ンク 選 ダ ンク 


ゲー ム は イン タラ クティ ブ ムービー 
VO0I.2| ニュ ー マ ン アス レ チ ッ ク ス | 


3 一 SHURT SHURT STAGE 


| 三代目 GUDZILLAI 


NUURS INFORIMIATION 
ョ ーーASTROLOGY 


12 


20 


人 


24 


26 


28 


2 


せ いで 
全休 計 誠に いい いく いか 4 村人 


34i44LttvM164W 
ご ご 444 4 4 


2!YYfe9。 MG lei 


1 


ーー 4 も 
hittN 信 朋 4ef46 
941 は ゃ も いく r( 1 本 1x4 村 計 と っ 2 9 0 


1 - = < g vi41 R 。 生 社 料 料 ) 9 を 
1 ITUIIII し いい hunete4444 TTY 


ーー パテ ーーー ーー 


7 いい 90 ひ は せれ 
の 0900 な bo08a224 


の もせ ak 


fr っ と ーーーー- 

8 iivirtrefedvrtvfwoizt い LIGHT < 

すす くす も きく ー まあ 
ーー ャ ママ ーー ニー トー av ・ 


ーーーーーーーー < 
日 時 1 


ーー 0 | 訟 [ 
_xr1rt<1v94 ニン ン の Tn 隊 科 な NOUOHTT 
= 人 2 や いで www で ft 
3 ーー mw さっ eee 
1 ーー 守 が oe EE の さと 2 マー 
me ペー oODP1241 ーーーー | 
uo で ーー ここ 5 we ko は 5 R 1 
co】 or アプ ァ me か ー em "で 人 TU - に 。 。 
> っ cr みな デー le rviryrtfeit 村 | 4 
oo ュー うい > mp 
ee Name 


に つ * か っ 
Myter ie 
4 


EPSTHIYY の PTTPC077CZ7GE で 1 パン 1 人 
ーー 馬 界 MY か 1 MP PT e お 9 に 1 
OPT 2 介 et いい いい は Re + ro せ 69 すい 597 
Ph の の IETCNRTYTSTYC の 1 すっ YS で し 2 - WMre * サヤ 仁和 は 778 
も ' と * ト 《 1 1| は 
いい 2 ・ 2 粋 


1 人 NYYRTR * 
*f1| 


1T7 サ 2 が め 、 R 了 E 4111 け 

sitrfafet11Y1 4 人 ・ ・ に tt111. 

PTE N * < 1 

けれ 1 リ W 1 
01971 


4 


1 


PSIEION 


Wz 
HDL 


111 お 


紳 


さき St 


ー 常 闘 4 中 


TI1 記 
D 衣 り は ポイ 
RITY SD 
rt 


S ド 


ヽ 央 
に 


K り 4 を すま 


1 0! AN 
は 4 


1 


Ui 


し 語 0 


詩作 1 
Ni * 
64 
が 4 は 


う 


も 


は 1 わり 11 持 
行 入 折 if 
1 お ま さ 


「 一 壮 を で 電 


\ 


Ci 


各 の 半 壮 
うと 也 較 議 學 結球 


の ざさ OrEE ご 


"-【 交 
や 


憶 Bn 吉 S ぶ 時 癌 S 


大 


3 


証 
て で で: 


うり ン 


せ S< 


。 の try 各 S き : 


(Y 


が 
と ) 財 oer 交 時に 


電 計 呆 


天 9t 
ざ ' 沿 


S 
C 
4 


UTE 1 49 け 肖 O 


添 石 半 叶 3 ぶさ き 碑 回 


= 


室 給 


に 
| 0 き 図り 0 (UHAKI ト UOHAKI ト SG 凌 っ 
5 て 且 ハロ 一 Q 尿 己 記 R 。 
<= 幸 四 G※Sewo 愛 尽 wK<= | 由 MC "ahR 
mー3^ whー ド ー6 展 MR 公 弓 Mi の 
SG" 人 財 認 上 症 wSSO も MGS” | 比 エミ KR 
や G 半 RG 環 人 も し SC で"「 も てく 上 = ロ ゃ 
ーK さ ハリ て ー 中 エト トマ ヘー」 図 了 る 1 
(加給 作 ネ ミー トド ユ トーK」 まき くく 


り ジ 骨 YO で te 第 へ 志 攻 で ホー マ 
で 員 間 で C の 紀 し Jp「 ユ 人 込 い 
ー ネ ホー」G 軸 写 品 で 吾 剖 6 赦 つ も 7 
べく マ 選 多い つ ” か を トー 6 寺 
0 く で お っ 合い BE | きき 


3 楓 じ 喘 や 過 oO 除 了 骨 いと 」! < ミネ ヘー ハ 」UOROSie「 
Se り 素 ロホ ー コ 公 科 DD も SS 選 IN ペ マキ エー で 6 時 夫 じ 固 
Ste6 レ 6 騰 弄 束 前 0 し うっ) で" 皿 朋 K も で 慌 ・ 加 そ 弓 無 貞 

悦 GSte 表 癌 xy ヘー ロー ミレ し 


Obj C 


ほ view Point 


プ ジ ェ クト 


4 
時 
) 
L 
トー 
び ) 
ー 
つ 
さ 


3D シ ステ ム (SYSTEM22 の 場合 ) 


下 Cm レコ ヒコ 
ドニ T へ うき 還 じ SR 上 R べ 守 cu 品 リ ー ズ 記 co 口 8 ホー < く 6 表 べ 科せ 書 碗 折 " I ト 
「 _ 署 !| ペ 「 く や か ヘル ハリ や MK」 ロ スマ 公 や で せ 博 舞 さ 陣 央 甘 へ ハツ ロ ュ ー ふ ふじ に | な 
こ < 角 せ US で レ う ゼーg oo 叶 福 壮 " セレ ロ 調 店 や で じ っ で 7 | 較 
ピコ 々 」 プ ヒコ 2 に | 
鐘 ・ 記 リリ いつ の べ 朗 G ホ ー ゴ 声 除 (て ヤ つ じ レ ” ー ズ 唐 の ロホ ー 玖 選 除 N 
ン / ー 6( 思 民 ルリ 6 =、 
ご すす へ 覆 キ すい 人 区 | 較 居 1UMS veGD 忠 p 環 つ お 組 儲 3 の ロ | ペン 回 BSD 叶い 家 に 皿 軒 セト | 
ーー に ッ So DI TNMNVMAMNMWNUMW MESMMI 0 
た WTA 呈 則 但し 、IOoo、.auo h。 、。。。 生計 昌 生徒 ト 
ミー リツ レ し ホー コ 公 想 つじ っ マン" 的 衝 。 筆 総 J へ 介 し 直 千 間 S 他 | 共生 つ 信 届 所 演 % | へ お 居り 務 思 中 汐 東 |F 
レンコ ン ノ Z Z 2 クーン O 8 ロ - Pon っ リー ー CmN 2 R 0 ク 財 
記 ぐ 公 押 上 WW うい 着 具 WW  K 王 DQO) 唱 編 OS と SC 台 軍 。 培 押 固 深 人 っ Q" 音 家 GAKI ト < K 8018SDUCS も や に あま 
jl プン ノ ン 々 O 2 ン ン 2 安 mm ? の で [ 
IRGO と て 棚 果 hte | 所 所 避 民 導 穴 倍 SSRG < く 四 oOPST” 依 ( 較 o 夫 職 ) J せ 4 ン 失 C せ <ー | 8 きま 還 埋 付き 前 っ WX2> 吾 井 。A 軸 1NN つ | 
o 人 2 クニ 内 の ッ ン 、 ン っ の o 3 K AN AS | ト ハ TI 
ぐ で 下り 中 NeM 護 葵 (RINAHN て ) や G 医 謀 ト ふさ 剛 6『 ト て ・ ロ モー と トド H ト 詳 枝 例 乱 肛 N で で TFT 。 15 


NN 筐 油 上 螺 4m 竹 じ SNe 羽 回 考 り つ 
じ 恨 狼 te ( 図 一 鈴 量 "コリ で せ い 
SG 球 Go の ロ 人 束 問 じ " 咽 朱 豆 
り 図 QG パ で ぐさ 賠 則 財 容 村 NeG レ 
SNO_ 1)G 固 則 喝 擬 容 本 Ne 麗 掃 朋 骨 
G 選 環 油 (直さ TG 政 4 ば 国 陣 油 ) 
ST ハハ じじ SNe" ホー で で 8 
ささ ト ミ ふ で てく 震 公 駆 剖 Y で ke 員 豆 し 


<ー ト FNN で ペー( 還 加 )Ooulo< 
選 G モ ニハ 旨 定 ホー く ” 四 財 民 束 つ 豆 宮 G さ トト 
さて ぜ モ スロ で し ゃ G 反 尺 


ナム コ シス テム 581 応 用 製品 群 


1992 


1989 
ウイ ニン グラ ン ( 89) 


ウイ ニン グラ ン '91( 91) 
LAP 
し ろ ね PFTJIME の ' 3 さら" の OO 


j 


ag ヾ 


が 
3 お すす :』O' ユミ" ンー らら S 


一 寺 り へ MI アズ 


ユー ノ ス ド ライ ビン グ 
シミ ュ レ ー タ ー( 90) 


ン 〇 〇 くく ビ 〇 て 本 〇 ロミ 〇 て サー 半 の 革 選 人 悦 ・ 涯 


に 2 / の ヾ マダ コ 』 メ 
の SS 
2 攻 人 に 、 SS 
し 1 上 
5 


花 と 緑 の 博覧 会 
ギャ ラク シア ン *('90) 


ワン ダー エッ グ 
ギャ ラク シア ン *(.92) 


スタ ジレ トド ( 9) 


り 丁 


O 
介 一 由 人 立 99 。 つ W 弄 て の 


候 史 で ざと 上 W 楓 内 
ー ん メー 寺山 そし 


* う べ ぶ 。 ご エ テ 山 Y 邊 テー 


ト 二 
7 ! 
閉 9③Fー エ V 晶 ご 叶 w ん 症 


ナ ト 求 ュ | 火 は 300 ツ 
ム 600 いい NNNNR 
グ ク N の ON の Gi 上 「 
スズ 2208 ご 0 aa。 
ビ ョ kn ジリ の 08 
り ジン 9 00 の | ジン 9 
ツ CSIEMNA 年 
ト の 最大 | テ の 
が 3 も 別 | ム 。 
流 有人 有 6 上 で ワ 
れ 2 128 0 
マ ン 
ル の 
チ ラ 
ン 
ク I 油 
ゆ (3 


専門 用 語 解 説 (2) ポ リ ゴ ン の 内 部 の ドッ ト ご と に あら か じ め 定 義 さ れ た 異な る 色 を つけ る 方 法 。 絵 、 写 真 な ど を 張 付け 、 
ポリ ゴン だ け の 絵 よ り 和 人造 か に 現実 に 近い 画質 を 得る こと が で きる 。 (3) グー ロー は 人 名 。 シェー ディ ング と は ポリ ゴン を 
構成 する ビク セル (画素 ) の 明る さ を 計 算 し 、 連 続 的 に 変化 させ る 機能 。 オ ブ プ ジ ェ クト (物体 ) の 丸み や 光 の 当り 具合 を 
滑ら か に 変化 させ 陰影 を つけ る 。 


は 1 も 0 レロ リ で 公 で 良さ りく で 玩 
wl ] S ぐ 所 時 公 醒 選 レ っ ン と SQ で 7 了 = 
| ーー て = ン NIN エ ヘー ヘー ロジ 隊 0 お さ コロ 
代 こ YT 1 で No 上 誠 き 療 油 ua い きる ら 民 3 。 
0 ビ に CE“ 3 で し っ くっ 公 。 や G 沖 丹 琉 ト い ピュ 38 ) ミ 上 
の 1 | ホー コ 表 豆 6 約 ン % し 押 つ ン 酢 で ぐ 革 つ QK キ ー・T さ h・ 崩 幅 G ト 8 
| lp で し ぬ さこ” ぐさ エキ ーG 調 W 避 で G ペー ホー もし ロ Sre” 畠 未 S トビ ミ 
dl ] | 訂 m や 員 SM 幸三 人 も 届 藻 SO" スー KK ネーRG ヘ ペー ム ヘー 公 ホ ー コ Tn 
| | | | ト さ ふさ o き らら 6 嘱 仔 前 時 o DSO レ つう? ユニ ミニ ト さ ロ ワン ュ 、 誤 っ 
「 | 還 き 3 ロ 本 つ し つい e" 「 ユ SA っ AT ト ANOY apa で 衣 1S 6 
wl い | 纏 、 まま _ 」 ざ ぴざ へ K ト 3SSS ト ー つり (も ミー ヘル ん ハロ トト て ハ へ 2 も KN 。 | 、 。 3 N 
LL 介 0 』 「 JeteI ト NK ホ キー ドル 私 り へ や ・ G ハ + よ 和 ハ さ 9 四 G0 っ ンド に ドモ 民 ト の 時 
ーー 時 引 邊 人 ペー ロー ロー トマ AN 和 っ PO し ロニ TA 否 上 G 間 語 や を | 1 ド ミ 介 
ns ) 4 議 の 表現 トミ ふさ 唱 玖 くし 。 noG ト ホー3 ゼ 堅 悪 t で お ” 條 突 3 K 民 
1 っ 0” 電 衣 つい 0 公 ロ 器 明 し 服 Swo 昧 衣 料 形 つじ っ て R 忌 jp ト * 
押 つ っ 圏 虹 避 蛇 じ っ 6” AK ト さく 上 W で te し SO で に > | ト で むり へ や 
GT へ 史 吾 本 G 素 崇 選 Neto 。 凌 ら S 己 直 電 yo の ズ 下層 記 | に 中 記 TIQI ( 
xsQ AXK ト NG で せ 圏 華 回 レ 人 夫 リロ) か SS の つじ 愉 選 う 」 を に へ | 1 邊 N 時 > 
9 m 旬 仙人 掴む eG ( 恒 織  B で 時 上 愉 民 人 り つじ 将軍 in | | 生 きっ 
隊 徐 能 )" か コ ロホ ー36 四 で ビレ っ スン" ホー ゴロ 代 う っ じき 。 > IT INITLIIID 
必 り JFA 込 ペ ー ネ ー」 ぷ く マ 。。 F く G ト トロ ー 汗 "沿革 て 
TEfiESN さ こい さじ っ Q" 王 主 G" トー トミ ロー 。 
心 JMC し ゃ 画 由 し で さっ か 一 KS いっ し し 還 つ うっ "2 KMMSU 提 還 U 直 っ 
喧 飲 人 的 抽 上 へ ペー ト NHYKG 度 似せ 堪 む か StO" 次 5G 避 直 拉 相関 く 頑 


彰 SnNG 和 ホー mm 軒 財 0M く GH 堆 避 悪 や 2 宮 必 赴 m つ " 各 り ホー マ 3 半 っ 旧 
湯 富 jpN9 か 一 要 生 地 加 や や い @ 地 箇 避 誕 製 ) つ おじ 8 マ " ー 


五 村 ・ 週 や to ホー 「 mnO ま mm OL ロロ O コ > の OO 選 


「 む ニー バン 」 光 前 | 


AK ト くく 控 編 G 嘱 替 ホ ー コ 「 ネ で 
く ーK ヽ トン 」G 柄 訓 衣 9” 表 帰 い 
さ S で JGIKK ド 私 中 そく ヘー ロ 
3 中 菩 の p 英 Q 避 っ" 

リリ レー ペー や ロー テーa 
さ Y ぬ POG 手 疾 つ せっ SS だ は 
や で) 細 ン と きこ せ うっ 四 り 肖 団 匠 
提 公 恒 Ne 瑞 I ト NIR 査 つ 


Oo 


+6 で " 


選 固 り 
トト 9 花 胡 つ T6D 


い IEPN 二 人 


級 モ ー 
) 
- サ イル の 追尾 を 


て au 


選 
ロ _ 
で JI 
っ J 
Q_ 
3 
ヽ ヘー グン 


ド で は 、 


敵 ミ 


が 
ン 


の つの 効果 
サイ ル ] 発 、 ガ 


の INN で ハハ ヽ いこ で 中 滞り 睦 で MM // 
SS 氷 、 
W/ | 
扉 忠 G 固 固 NN て I ト 36 束 史 よく 


トー 


選 で 3 総記 3 県 い トン せ hp" 


こと [| 
敵 の レー ダー に 映ら 


テム の 数 々 。 


フト の アイ 


レン 


マ 
より 異な る ) 


し ニー 


(回 復 量 は 加 機 体 


と ヒッ ト ア ラン ドア ウェ イー 
ロ 横 移 動 を 利用 し た 戦法 リス カル な レー 人 中 
。 大 0 ある 。 この 名 作 に 債 れれ ば 後に 上 級 2 


ショ ッ ト 」 に 応用 可能 


KSSSSSS 
NN 
ISSNSS べ SS 


後ろ か ら の 攻撃 を 避け る 技術 と 、 コー ナー を 曲がり つつ _ 
機体 を 素早 く 反 転 させ る 技術 が 必要 な 高等 テク ニッ ク で 


。 カウンター ショ ッ ト 
2 介 較 語 | 発 ミ サイ ル を 撃つ と 一 定時 間 撃 て な く な る その 際 を 利 
N 用 する 。 反射 神経 と リズ ム 感 が 問わ れる 高等 テク ニッ ク 


フ タラ ウル ラ ャ クラ 0 
ンー 人 7 HG 
が で きれ 8 邊 7 


RSNN 


Ke 障害 物 XX 


Re | 
“ RSSSSSSS [ 


」 村 Se " 
AAeweel MY 


( RSSSSSSS _Wt 
、 NNNSSSSN EE 


TI す 舞 違 普 
つ 台中 上 う 罰 
うつ 演 皿 選 環 の 
視 所 級 四 択 境 戦 
点 十 | WW ー 自 
Ei 当 寺 
攻 入 注記 人 
ヾ の 8 Z1 い て 
人 妥 に 衣 と た 
ツ ッ バル き | の 
を | ド し 
押 を 記 が 
せ 堪 征 タ 9 や 
ば 前 ほ “ 
志 司 | 和議 3 9 電 s 庄 科 Ma を は 
倒 語っ マー カー が 消え レー ダー の 動作 も 不安 定 と な る 。 英 の 位置 を 示す マー カー が 表示 され な い 。 ど こ に いる 


最も 困難 な 戦闘 状況 で ある 。 か わか ら な い ハ ラ ハ ラ ドキ ドキ の 戦い だ 。 


「 敵 を 知り 、 己 を 知れ ば 百 戦 人 危う か ら ず 」 と 昔 の 人 は いい こと を 言っ た 。 こ の ゲー ム も まさ ざさ に そ の 通り 。 
キャ ラク ター 別 の 性 能 ( ら 段 階 評価 ) こと プレイヤー と の 相性 を 教え よう 。 


F.SPEED 


MISSILE 
619 
SHIELD 


PILOT : マデ ィ ソ ン ・ ホ ー ク 
VEHICLE : ファ イヤ ー ボ ー ル 


バラ ンス の 良い 平均 的 な 機体 な の で 基礎 練習 に は 丁 
度 良い ( 逆 に 個人 本 が 無い の で 中 級 以上 の 戦い で は 作 
- 戦 が た て に くい )。 選択 に 迷っ た 人 は この 機体 


522S) F.SPEED 
| M.SPEED 
MISSILE 

e19 

SHIELD 


PILOT : アァ マ ンダ . * ペイ ッ 
VEHICLE : ジー スパ イダ ー 
マジ シシ ガ ジン が うま : く 当て られ る よう に な る と か な り 
強い ( 山 の あ る 所 で は マシ ン ガ ン 中 心 の 戦い は 不利 ) 
チク チク と ダメ ー ジ を 与え て 追い 詰め る 、 と いう の 
が 好き な 人 に 向い て いる 


F. SPEED= 初 速 M. SPEED= 最 高速 


< F.SPEED 

か AM.SPEED 

| 加 MISSILE 
(e19 

SHIELD 


PILOT : マリ = ゃ EE ト 
VEHICLE : ポー ラス ター 


初速 が 遅い の で 下手 に 止ま る と 誠 険 。 最 高速 度 を 維 


- 持 する よう に 動き ほ きま わる の が ベス ト 。 初心 者 か ら 上 


級 者 まで 使い や すい 機体 


3 F.SPEED 
レン | M.SPEED 
MISSILE 

GUN 

SHIELD 


PlLOT : アラ ン ・ ス 1 レイ カー 
VEHICLE : プ ブルー ライトニング 
武装 が 招 層 な の て 近 距 離 で の 撃ち 合い は 不利 ( よ け 
る 自信 が あれ ば 別 ) 反射 入 経 に 自信 の ある 上 級 者 向 
き の 機 体 


MISSILE 
GUN 
SHIELD * 


NN ン 応 得 くら 0 融 
PlLOT : ハバ ンズ ・ ベ アー ド 
.VEHICLE : ケン タウ ルス -2 
こい つの ミサ イル は 長 射程 で 追尾 力も 強い の で 、 敵 
が 見 えた ら ど ん どん 撃つ の が 良い ( 敵 ミ サイ ル は 動 
いて 避 けず に 撃ち 落と す 、 と いう 手 も あ る )。 動き が 


鈍い の で 短気 な 人 に は 向 か な い だ ろ う 


タ 


N 


ei F.SPEED 

が し 2 SMspEEp 
( 合 MISSILE 
GUN 

SHIELD 


が ーー NN) 


ツン 。 < の S N ( ぶ 包 て 
(いり 2 | 
0 2<$S) 於 % @ WON - 内 
PILOT : レク サー 3 アイ アン サイ ド 
VEHICLE : クラ ッ シ ャ ー 
敵 が 見 えた ら と に か く 連 射 、 反 撃 の スキ を 与え な い 
よう に する : (ミサ イル が な く な る と どう し よう も な 
い の で 補給 し つつ 撃ち まく る の が 良い )。 圧 倒 的 パワ 
ー で 敵 を ボコ ボコ に し た い 人 は この 機体 


や OQI N5 NN5 


N5 


賠 伺 G リ ロー ホーK に モー ハズ 上 人 ” 嘩 時 環 weC レ 
っ ン S 人 で ” 喧 替 GS く で 上 ト ふ 芝 守 翼 環 つ バ 馬 ユ 
トミ 協 光 、S IN て MA や ・ 和 AH ペー ハ 思 A 届 
ーー ! ニ ハー | 」 GE MMW We ト 
ロー 人 KK ヘー て ・K 守 トー 下層 下 加 つじ っ ro" 


j)G 入 へ で ご 下 工 で 電 岡 G ト さく 咽 親 二 
逢 良 S ト ツリ ローK ヘー 所 詳 唱 加 が が 詳 昌 人 0 で ビレ 
っ 0 で レロ さっ 近 堆 巻 性 衛 臣 IN て へ 
ふ ・ よ ホー” や 6 濃 お ” 咽 替 GAK ト さく 控 
編 つ 刀 交 コ トミ 鶴 絡 @ 固 悪 ) 路 で 則 ン 飲 司 唱 選 う 
Iih そ へ 必 豆 症例 及 悦 で KO) CU 夫 N@” 

6 上 ^ IN く ベー6 抽 軌 ロ t さ で” ロー トー6 半 
くべ で 装 二 全 さる むし” ふさ トド 巡 衝 掘り 選 む さ 


で べべ 熊 ま り 拉 hh ト 
ー・ ロ ロー や 正田 四則 7 
| 舞 過 0 刀 G 民 玲 字 
xt0 や 判 震 喘 K 没 6 球 
E 多 IN て JAN や ・ ホ トー 
うり っ で しゃ 画 由 し 6 さ うっ" 
2 JJG ぶ の ハ い 
ーーG 直 R0c39 う 6 
けり の うつ 心 トビ” 男 尼 喘 環 習 G ヘ ホー ユ ハ 
ドー ユーK" ヽ ミー トマ し レ 軸 恵 呈 さく 名 編 ne 
旧 思 レス トーGQAHHH ペー へ ・ 和 トマ ミー 
ー せ へ ハ (= ニー トー キハ ふ @G 局 ) ))) 十 咽 弄 民 
喘 由 xyK 和 モミ KREXW 2 代 ペ ーー 
6 掲 記 爺 衣 給 貢 つ じゃ ぐう りつ だ | 


「 う ene レ ロリ” 6 掲 ら 配 李 じ リリ 6 中 G ホ ー 避 層 
つも)164SNe む 3 そそ 衝 (= ニ つ 公 信 ペー 
ー) ゼ 固 固 G つ トミ 0) っ うっ 選 馬 っ KI ト トコ 
AN 豆 生 や っ っ ^ の 員 人 る ン 購 っ " 」) で で で ー ら の 
外 田 じ 癌 つね 還 埋 パ 十 生 り 更 Ne@」 の つう ぐ G8” 虹 
で C 生 共 ン で ひし つ meC と 半生 咽 喘 由 7 

ューKG 戦 mtNeG^ 中 トロ 。 トド RG 
_+6 で 3 民 構 弄 ロ ーK ロ ヨ 貼 弧 間 3 で で 喘 抽 豆 R 公 
トミ ローK” ローK 狂 只 せ 。 尽 記 押 " 甘 吉 撮 む 
S ハ mmーー ロ ーK 到 人 で ・ 一 ミミ 人 SNESU 陣 
所 で 刀 ト ミロ ーK 公 の ・ の 5” <W 導 交 ささ て ト 
て で 届 ・ 革 ・ 古 ロ ー ト ー ビ 比 容 で 下 ふ 


1R ミ ローK う うつ で し うっ っ MOCO 
「 呈 7 つい ペー へ へ ・ を トマ ミーG 財 葵 人 
で っ で も じゃ で | 項 ロ ー ト ーG と ロロ 表 つ じ 


生 ト 羽生 4 れ せれ 0 し う さっ)j)O 公 St0 む 3) トー 


う 提 we で る つ せ 庄や Ke" や で で で や 織っ 6 お 7 
トー さ ミ 公 所 で Ke) 孔 上 り R ヘ ふ 一 め 白 レビ“ 
0 で けり や) ) 公 で に ト ふ や さ 巡 細く レー トー イロ 静 
Qws レ 6 豆 邊 公 6) くう 爺 局 人) 合 で で うっ 正 
や つじ” 固 回 G 握 で 公 X 中 エ ふ エ リロ だ っ うう 
で くに ト さ うっ の で RS 計 U | 記 つ っ コス ロト 」 
3 と トム G 思 由 や リリ 6 く て エト ふ ・ ル ハバ パロ 
1 的 で 衝 誤 瑞 


へ か 込 さ ー ネ ー 点 唱 弄 町 捉 く 回 つり th0@” 社 
人 SS し じ G べ 3^ 尽 卒 ゆ ロー テレ ふさ 人 所 中 峰 要 G 更 
こさ 公 ん で で 所 る " 

「jp つ ^ 量 ロ mMGSNe く レー トー て 中 つ 
J む ぐ で ロー トー ペロ | 豚 に ふ や さ め 
ン ” ヤ つ レー く へ と ミミ 選 屋 で レ ふ ミト 公 握り 選 っ 


l0 


コー クス クリ ユー 


ここ の カー プ は 周り 込み 方 が 緩い 
の て 基本 的 に は 、 ア ウト ン イ ン て ア 
ウト の ライ ン 取 り 。 こ こ で の トド ト り 
フト は タイ ム 呈 スス に な る 


第 1 トン ネル か ら S 字 に か け て は 
重要 ポイ ント 。 ス ムー ズ に 、 な お 
か つ 速 く 抜 ける な ら グ リッ プ 走 行 
に 徹する よう に 


1 


ロイ ン に りこ の マニ 

アル だ っ た ら 5 速 で 進入 。 手 前 
。 ドリ ラド ト さ せ て 何 け ば 、 上 
が り で アウ ト に 膨 ら ま な いで すむ 


念 土 屋 圭 市 / 
1956 年 | 月 30 
日 生 長野 県 出 
身 水瓶 座 B 
型 2| 歳 で 本 格 
的 に レー ス デ ビ 
ュー し 、 現 在 国 
内 ノー リン ク ・ 
カー・ レ ー ス の 
Re oO 


の 高橋 国 異 手 と コン ビ を 組ん で 『 新 旧 
GT-R 全 い 』 と し て 人 気 を 呼ん で いる ほか 、 
ラジ オ 、TV の レギ ュ ラ ー 番 組 を 持つ 、 超 
売れ っ 子 の レー シン グ ・ ド ライ バー 


6 ら 
へ ヘア ビン を 立 上 E が りか ら ス トレ ー 
ト 手 前 の 欄 や の な 友 ヨ ー ナ ー、 を 
し て スト レー ト エ ンド まく テク セル 
ル 全 開 で 走れ る よう に な れ ば 0 K 


N0 


KS 
SS 
に ーT) 
ーー 
ピン Xieeeala 


首都 高速 が 正面 に 見 えて きた ら 、 
いよ いよ フイ イー ソン シュ 。 ドド り 必 を 
利用 し て アク セル 全開 で 行け ば 、 
コー スレ コー ド 更 新聞 違い な し 


楽 手 M い 、 た 
し に A て る 
み 貞 PF し の 者 
あ リリ 。 ( ( 
れ が も ビレ L 
い 用 信 ギ ド 

よ 局 回 ナ と 

て 特 才 Ai 

み お 別 も T* 

ん し ( こ テー と ヶ > 
0 リ U マソ 

も の ソ 有 ー 

曰 て ンー ン と ュ 

熱 し た 

し _ ド N IF ル 

た リリ ド 人 ム 

ノバ キキ | 用 

ト ン の で 有 

ル 土 - ニ き さ 

を 大 ゞ る れ 

お 迄 賠 う て 


多用 
SNS や SN 


94 ttE 層 13 一 半 一 | 一 ボマー ロ KVL 


NNNSNNNNY 似 


。 さ へ ヽ きら o さ 税 了 闘 , 生 ご ざさ へ コテ ド ⑤ 


分 岐 点 コー ナー を 抜け た ら 右 側 の 
ライ ン に つき 、 次 の S 兄 ほほ ぼ 直 
線 の 最短 ライ ン を 選べ 。 重要 な 攻 
略 ポ イン ト だ 


エン ジン の 回 転 を 上 げ 過 ぎる と ホ 
イル ス ヒ ン を 起こ し て タイ ム 日 ス 
に つなが る の で 、6000 回 転 以下 に 
者 える こと 


| ラバ が 航 し 高 リ 
ま 「 レ < く 加 (| 
に バ 信 べ ン | 補 
ヨル ニル ョ 6 
所 は 5 ほほ 1 5 レ 
らい > ト km 信 
ス り 9 最 コ 。 ル 
園 と km 高 | h は 
5 の 速 ス の 
る - 四 。 ン ョ 
リ 0 ク 級 雪 - | 
の と 見 で 「 
SL 2 も 
/ の スス し 2 | 
ィ コ か が 2 0 故 ス 
ーー ン 短 0 5 しく 
リ し ヒ 台 6 | べべ 合 
レ ユ と 【m / ノ ル つ 
・L 2 6 ( 
ュ ク る ③ 

。 方 だ 上 同 大 


「algt0w 人 は (( (は 浪 き 豆 研 一 


移 き まま 局 澤 出 時 で きび 全 


っ や ポ やや ャ で 0 


ーー 
セル は ハー フス ロッ トル で 慎重 に 
攻め て 曲がり だ し た ら 全 開 だ 


テ 史 准 潜 


本 WW 


pe こ 
に 5) 
テー 

ーーs 


ン ン Se 


了 イン 、 イ ン を つい て 直線 に 近 
カン 取り で 。 
ば タイム ア 
ポイ ント の ひと つ 


GO ピグ 1 5 
ショ ー ト コー ス だ っ た ら こ こ は 直 


進 。 こ の 和俊 太 コー を 抜け < く メ イ 
ンス タン ド 前 へ ( つ 10)。 ラ フル ョ ヨー 
ス の 場合 は 、 左 側 の 道 を 進む 。 矢 
印 が 出る の で 迷う 心配 は な い 


アク セル 全開 で 走れ 
ッ プ に つなが る 重要 な 


学 
少女 
ツ 


ズ ニ ー キ 


の し 大 
経験 済 
だ 人 け 


トコ 


う 


べ 物 は 「 黒 


F 


G 採 用 )、 
うと ん 。 


旋 


ン \ 
き な ど も す 


\ 


デ W 
うれ し 
な 食 

還 


う 


多郎 の 十 五 
台 や CM も 
どん 


思 


『 守 
たつ 


舞 
で 食べ 


ティ と し て TV を 経験 、 


アメ リカ ンス クー 一 MM 
映画 
92 年 3 月 
で は 日 本 初 の C 


ズ ュ 


O 
ゝ 


92 年 3 月 


』 (松竹 ) で デビ ュー。 
ズ 」(ANB) で アシ スタ ント 、/?92 年 4 月 『 


好き 』(CX) で は メイ ン パ ー ソ ナリ 
進出 )。 横 浅 中 華 街 


東京 生ま れ 


も 


N 


堂 ・ ピ バー チェ 』」 と 、 


に 


【 


は 『 カ ・ オ ・ リ 」( 舞 


か ドン くさ い 」 と は 本 人 の 弁 。 好 き 


どん 」 (名 古屋 ・ 山 本 屋 の 味噌 煮込み う 


の 店 名 で 東京 


る 


こ ( ほ 史 
み 。 身長 I69cm、B82W60H87。 「 性 格 は 一 見 キ 


ロ 


5 


に / 


oO 


さ 


う 


び 、 今 年 6 月 卒業 。 


1974 年 中 月 4 日 


'93 年 3 月 
6 月 ( 
どど 


/ 


M1 ト J で RS,0 刀 16N0" 


事 園 『 舞 思 起 で 十 田 る 疲 能 所 詞 』 し 一 上 
ヾ Am AU 才 紀 2S 選 閉 枚 SR 難 つる 避 拓 
瑞生 2 リー 箇 隊 つつ 8 ヨ 導 拉 迷 %0<S" 凌 緒 
ST ロー へ mA に ペー へ K ペ 一 ミ 過 的 
で で ぐ 採 朋 RG2AJ 還 攻 回 で つぶ 選 飼 六 抑 困 
居り 。 ロウ 戦 4h つり 〇 詞 *′ 時 散 り 
ESIEWAmA マ メリ た 

2 る 冗 光 し に ネー 本 で KS ご べ やら 
豆 豆 G 思 求め 公 / 抑 6 会 で ホー ルド く ー ふ ・ 
トー ユー ふ へ 思 き ドド へ へ SSD し 衣 裂 ) 杖 電 和 
交 生 し 姜 と ぐ 人 欠 記紀 の 証し 26" oy で 選 へ 
一 月 和 り 3GREW セ KG つ 会 KG6 る 

4L 層 で 明る 親 呈 和 うり ンジ GS 用 "て 
pop1RAMK く で 3 2 言 案 り 揚 の レン < で" 


所 刀 っ 
ーー トド へ 私 一 月 私 6 尽 合 じ し 会 
握り ] 扱 党 祥 り の 会 移 6 本 収 で 條 
ざさ べし" トー 心 A mA し 基く で 8S3* 
『 も 中 ささ ローKー』 会 叶 全 op『 ト ロー 
ホキ ー ロ ロト る 』 交 ボー くさ ミト ー ホ トー 
を で 『 ト 上 トス 全 N』 殿 るり” 引 光 理 
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いし 計 <S し ウト て ト て 中 つ 人 Skoop で 全会 
8 し も で 7 
ーー 回 掲 く し 避 く 7 『 拓 記 よ 。 償 守 ^ ょ 。 へ 


て 人 K 恵 」 お る 公 人 生じ つ 会 な 
ゴ 必 本 史生 る つ 滅 つつ 全会 豆 … ルー 
キー で で 羽 全 パン 屋 ひ どり 8 層 めく" 


トワ 
ーー 時 避 立 ee@ 飛 肖 40 で 467「 補 を へ 
ャ ーK」『 注 王 洪 だ 」 ぐ 定 琶 し や ふつ Ii 二 
4 会 の つ 守 で 寄 " 
ヨ 攻 じゃ KK ズ 束 6 で TS 一 op スリー 
sp くい ツー も で の の 選 寺 全 NT 普 
くく NG 尼 色 雇 で SW で る て 定 一 せ 回 
NIC くま SA ん 
ーー 邊 壮 G 司 26 OGAS 掲 る り 著 持 つう 
つつ 8 会 e 
ゴ 抽 け 者 お 尽 補 記し 記 玩 ぐ 京 的 くだ びり 把 
時 つき 選 KK ケー くだ りお と か ーー を ト 定 
りう ) 公 記 約 し つ お 7 AznNT | 並 寮 『 
へ Am ホネ ュ ー』」 で し る ゃ 衝 ー を ホ ー ゴ 公 志 に 
い の っ ) 公 所 96 本 "6 折 て 人 ト 称 罰 で りお て て 
nH 入 思 0 し n ル 寺 里 で 雪が で 8KG 記 
S ぐ ポー を 中 ン で” けり 交 お く し)Sr 人 MD 
無 *y′ 代 ウス ーー ホー 人 必 つ し Po4T 
SG” 束 ^38「 圭 0 東 」 の 会 「 編 MO」R6AJ。 不 
6 会 人 人 と へ さき 326G 公 ke で し も 信 中 中 潤 定 
る m ペ ベン で くし を で っ うつ お 紀 2 細 る づ " 
飛地 和 加 直る つ 。 会 如 会 束 叩 り 咽 
の る で し 6. で” 斉 代 で る 由 押 で 蘭 6 
| 六 作 本 いひ 敵 りつ し …… (GO" 
ーー トト さり ホー 所 に で 信人 
ゴ 必 Mn238 遇 民 Sne7。 性 民 更 計 
こぐ ホー さや へ ヘー マン 記 ン 臣 3 の 


なー か 


26 つ で” し の 時 紡 会 寺 会 *eJ′ 症 り 還 導 
べ ぐ 了 で 由伸 An を トー を へ 愉 守 
くべ で 玩 る < 抽選 を な 表 8 27 交 7 
りり て 3 捧 会 (GO 

ーー ぐ ④” トー トド トペ ー ふ を し 8 尽 り 搬 革 6 

いく が 本 会 で 
性 036 ら て DA 和 りつ せ 必 全 ) K 和 を 
ロー く G 下 枝 8 選 和 時 と で 2 拓 必 告 ひ し 本 
2 で 拓 全 で 還 囚 8 ひし 旨い ひし うく 
し セ ュ 6” 揚 で 記 会 で いひ ソレ 人 SS 国 し 8 尽 め 中 
^ 娘 つる < で 28 本 2) ( 卸 )“ 

呈 早 りり 舞 で use て AS く 選 で し 宗 
RE てく で 9 並 ? で へ KK 一 心 和 ペー で 届い 
々 し 革 ひ は く で ひで し も 全 に さ へ へ さく 必 1 公 
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62pA 栓 で し つ で 2 と" 束 ロ 本 
ふっ り 忠 ぐ 提 倒 無く お ぐし 「 り 選 8 く て 手 信 
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ヨ つ が つ お ? 家 提 33) 下 の 尽 ど し SS 
し も 全 ヘー26ySS 時 8 で 8 で "人 S 
weH 財 穫 ぐ 嘱 り UKG っ JJ 拒 38 殿 知り 叫 hG 
し で "下村 電 刻 KG 知り 尽 を で 細い ぐせ 
セ い 会 与 1 ご つり 7 
ーー 『 十 還る KKー』」 で ぐ 普 3 "ロト 親 くつ 
旭 セ ペー ハト GS 時 り 得 で S 全 記し か 全 人 の 
ゴ 抽 へ A 々 移 視 中 RS K を へ 反 で の へ 人 
3 贅 選 6 つつ 7 > 神 8 介 で 講 還 で 代 陸路 
26′ 号 醒 いで S ウ セ <6 ( 圭 り "29 で 全う ) 
々 く 30 地 所 ぐ 較 玉 SKK を リー く 6 で 作 紺 
KK を へ で の へ で 所 会 志和 じゃ | 缶 
ーー ベー 心 三 トト 抱 お し 修 圭 ぐ で さく) 1 表 
り 党 生 xea)JQ ぐ 唄 共 だ ひし で お る. 


て 。 


に つつ 


フレ ッシュ な 上 魅力 を ふり まく 未来 さん 。 


資生堂 「 ビ バー チェ 」 の TVCM( 


福 拉 放 固 公 畔 こ へ 
Mp“^ 路上 還 や くべ ハ TTP 時 収 
ーー 散 豆 けり AAYn り 昭和 り 会 古 3e 
ヨコ 性 や so ロウ テール トト 全球 記し 変 織 
ぶ 六 下 忌 を SG 首 隊 玩 う 会 時 ヨ 客 投 40 く で 

『6 る 2J3G920 愉 公 和 つが 本 』 を 『 セ セト で て 
と ミ 』」 人 SS 公 や ー ト 畑 拉 め た つ し や 押 
で ヾ ウ ^28 で し” し 己 身 で 四 会 「 下 届 し 
25 巡 で レ で 8 28」 り し …… 所 衝 SYOP か 
で (0” 紀 つ 2 還 し 所 で レン ka アゲ 「 交 で 7 
窟 で し 所 Ke の を SS る 」 で し 翼 mm 
和 扱 ひつ し" 尋 押 し NeS レ so6 る 「 
9 幅 3 訪 つ し 丸和 和 ES で し 2 (直り " 

症 り MS 人 なり 尼 会 称 古 8” 選 一 で 
Am AA 電 聞 本 ねら) る 必 ル JAJop36 会 2 で レ 
人生 『 十 四 人 る Kー』5 表 寮 公選 で n2J 陣 民 居 
9 で 8 で し | 表し 居る の 会 の ……… 
ーー 一辺 議 り 装 薩 り で し し 2 いつ 尺 会 ・ 
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旭 AP 2 が 6 つね) 7 悪 謗 り : く n@ 類 り 恒 
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愛 K ぐ 中 量 ymRees) 皿 貞 ぐり の 殿 め る 招 
つう 2” Po 「 和 8 会 で 男 介 の 細 会 交 季 を 」)30 
本 く が 6 や < で 生 2J7 op 下村 慌 曰 っ の 幼 2 
96 本 つつ で 7 8 の < し 外 党 会 沿 つ ン レ 
出 契 2 壮 陵 票 巡 限 壮 補 S で 8 | 押上 
3236 の) 守 会 必 公 殿 田 ね の 昭 で し うろ 

ーー し 37 2J-SNS 共 会 換 じ 屋 全 な 

性 1 トト ・ ロ く ー 公 入 候 民 虹 旨 MO 
人 志和 し 2) 選 導 お 民 で つい の は SS る 
で の を 27 し りく へ て NG” 屋 下 
GySte 収 貢 り SS で お で くる し も "うり 会 ン 
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ラ シ プ 03-3478-8105 


ッ ジ モエ 少 > ク 


こ 
ご 
で 


衣装 協力 : 


ク イ ズ ゲ ー ム に 熱中 。 
「 皆 で ワイ ワイ 盛り 上 が っ て プレ イ す る の は 楽し い / 」 


【 間 / クイ ズ 島 /』 


道路 工夫 、 花 の 精 、 十 生物 学者 、 農 夫 の 中 か 
。 ら マ イキ ャ ラ を 選ん で クイ ズ に 答え 、 憶 肉 強 


_ 食 の クイ ズ 島 を 自分 の 理想 通り に 開拓 し て い 

 。 敵 キ ャ ラ は 全部 で 45 種 類 、 ケー ム が 進む 

と 、 凶 悪 な 地底 人 も 姜 を 現す 。 問 題 は 、 文 章 

と 絵 で 構 成 され て 各 3 ジャ ン ル 。 マ ッ プ モー 
_ の 進行 に 応じ て 、 選 択 肢 が 減っ た り 制 限 時 人 
、 間 が 増え る な ど 、 ボ ポー ナス も 多数 用 意 さ れ て 
| No - 


標 は 逆 っ し 人 も な ュ 。 ュ し ウ ぉ = 日 よ 合 マ 入 ら た 山 て ぃ い 接 な ん き が れ が 毎 の 山 わ | 今 
が 目 に て いて な 潤 ん ク た イ バ パ は うえ ン れ は 疲 本 き で わ に で りあ た 出 日 ま 本 け は 
を 分 了 み いい どけ か ラ ズ ッ 価 に る を る ず て 箇 補 だ すず 次 半 すす パパ る 内 て が まき で ] 
い が 本 た な ま に ま よ イ 最 ・ ク も な よる 御 強 " 実 こ ね る わけ ン ん の ダダ 同 で C す V い ぃ い 
9 記 の いあ あす 開 し か ム 近 ウド で りう の る だ で は と に “の ど パ で 人 レレ じ 宇 基 が ` ろ 
が 長 映 と と いう ウ ゲ グ 立 ル あ 生ま に が よ か を る 間 互 を ` は ほ は そ で び ッ 二 の な で れれ は … 舞 ん 
し 画 い ぃ 思 て ね た !| は ほ は プラ タラ を な し な 守 撮ら や お し そそ と 大 如 り は て ど 吉 合 
二 じ て う 回 ム 、 ズ ド ゆい だ の % る に と 間 喘 お あ で も まれ 頑 を な 楽 演 こ 役 
ょ い 振 作 デ 昔 ヲ ラ ユ ュ ジ ュ で と し 思 | 画 り か し い が を あ 軽 失い し 技 に C に 
Se 飲 品 オ の る シュ と ノノ まず ま 最 だ て っ つっ 叶 を ま ら ろ ま バ 叩 る < く 敗 こ か と 違 M チ 
と う 返 が に で 名 條 | ラル け だ 近 っ つま て ィ 抽 > す ~ いし レ い 日 叩 し と つか いと ゃ ャ 
悔 $ ぁ と っ 湯 出 チ た 作 : 券 る と 好 よ ど と て で て た だ ず シ る か 自 な た で 気 い て が た 役 も る レ 
全 門 M E| いい 令 ェ は オレ ッ ま みね 観 は の 「 日 ョ の 2? 分 ど ん い が て 焦 # 新 で と 感 ひ ン 
いわ 暗 て う ッ ー プ タッ タク な 人 生 尽 業 へ 護 最 を ンダ - で 散 で て う 5 介 る 鮮 ず か やじ と ジ 
で せ き と ク 母 ・ ト < 映美 わ シ と 初 決 に 大 意 や 席 し " い 抱 た で ね を ま 人 通し 
WE 人 ま す や モ サ バ パ 画 ご で っ ゴ 友 は め 受 つっ 識 うら の ま ハ を だ すり し 全学 じ り た 
ね く の す 自 る 事 上 | | も ダ た ま 達 2 て か 嫌 し ば 反 う ッッ ら る : た 人 番 々 た 経 い 
を を で 前 多き 2 を す 侍 衣 全 で で ま 皇 き ッ し は 1/ 要 で ス イ ルー 
トー う 所 ン 同 名 ヽ ク バ ざ し ゝ 9 』 * 3 
目 ろ も や に の と に と や まで の る きか を か し え し 直 ん た っ ン 倒 れ は 地 た 


AAA93 イン フォ メー ショ ン 


Act Against AIDS 93 


我が国 の 音楽 産業 に 関わ る 人 々 の 広範 な 協 
力 の 下 、 若 者 を AIDS か ら 守 る 「ACT AGAINST 
AIDS "93 (AAA'93)」 の キャ ン ペ ー ン が 展開 中 。 
シン ボル ・ マ ー ク に は 、1990 年 惜しく も AIDS 
に より 急逝 し た キー ス ・ ヘ リン グ の 作品 を 採 
用 、 バ パッ ジ 等 の グッ ズ と し て 、 啓 蒙 活動 ・ 募 


ai 組 則 
活動 の 顔 と する 計画 だ 。 LT 


で HIHWD 

キャ ン ペ ー ン 内 容 

(期間 : 1 | 日 |2 月 31 日 

② 啓 蒙 活動 : 4) キー スバ ッ ジ の 普及 
0 ニーナ スト か ら の メッ セージ 
(c) 媒 体 広告 及び 記事 展開 

③ 募 金 活 動 : (2) グッ ズ 販 売 (全国 有名 書店 ・ 
レコ ー ド 店 に て 販売 中 ) 
(b)100 円 ダイ ヤル 募金 (ダイ ヤル 
0。 番 号 0990-6-21812) 


一 般 問 い 合 わせ 先 
03-3400-9099 

な お 、 さ ら に テレ フォ ンカ ー ド や T シ ャ ツ 等 
へ の グッ ズ 展 開 や 、 関 係 行 政 と 協議 し た 上 で 
の 広報 活動 の ほか 、 キ ャ ン ペ ー ン ・ コ ン サ ー 
ト 等 の イベ ント も 計画 され て いる 。 ま た 、 継 
続 し た 運動 へ の 成長 を 図っ て 、 財 団 等 の 設立 
も 視野 に 入っ て いる 。 


玉川 高島 屋久 


還 三 子 玉川 園 


ちこ 


入園 + ア 人 MM 
カー ニ バル ア ー ケ ー ド 、 


ウン ター イド パス 
Sia 5 時 より 発売 ) 


= アト ラク ショ ン 利 用 券 
Un 瑞 RYP IRO 内 で の み 発 売 し て いま す 


ワシ ダー200 \2Z,000 


oy93 The Extate of Keih Horing 介 
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ピー チ の 和 缶詰 の 余り 汁 150cc と レモ ン の 絞り 汁 を 加  【 6 / | | ” 
当 ま 。 この 後 、 湯せん じ 容 来 に 溶かし た ゼラ チ ] * 5 ] ノ | eo 電 度 と 


ン を 入れ 、 全 体 を 混ぜ 合わ せま す 。 IS 「 の ンー に この 計 、 | 鉛 ② ク リー ムチ ー ズ 、 


ーーーーーーー 一 ーー 200g ③ グ ラニ ュー 糖 、50g ⑲⑳ 人 牛乳 、100cc 
砂糖 (グラ ニュ ー 米 ) を 2 て 3 回 に 分 け な が  ⑤ レ モン 汁 、 大 さじ 1 ⑥ 粉 ゼラ チン 、 大 さ 
ら ク リー ムチ ー ズ に 混合 財 ま すず す 。 ク リー ム じ 2 ⑦ 水 、 大 さじ 3 ⑧ 生 クリ ー ム 、 100cc 
状 に な る まで 、 よ まく 泥 ぜ て 下さ い 。 


2 


生 ク リー ム を 5 分 立て に 泡立て た も の を [回 に 加え 
ます 。 泡 立 器 で 筋 が 出来 る ぐら い の ク リー ム 状 ま 
て 静か に 混ぜ 合わ せま す 。 


混 1 小 ' 

し の 蔵 合 状 に 缶詰 の ピー チ を 厚 さ 4mm 程 度 に 切り 、 ラ ッ プ 
間 箇 栖 。、 や を 敷い た ボウ ル の 内 側 に 並べ ます 。 並 べた ポ 
由 Ia て ウル は 冷蔵 庫 に 入れ て 冷や し ます 。 

/ 定 い 
す 人 き 
冷 に て 明 
蔵 付 お 、 
庫 い い 
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N Se せき 運行 婁 と さと 中 本 


ぐ 三 


ぶ 筐 


クリ ー ム チー ズ を 別 の ボウ ル に 入れ 、 和 柔らか 
く な る まで 根気 よく 練り ます 。 こ の 時 ボウ ル 
を 暖め て お く と 速く 柔らか く な り ま す 。 


ぶさ QA JAC 史 韻 喜 湖 洲 びと ユ 行 キー し 避 S(( 
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ミサ イル を 遠く まで 投げ 飛ば せ 

か な り 難 し いこ の 競技 の ポイ ント は 2 つ 。 助走 は 
沼 の 直前 まで 連打 を 続け て 走る こと 。 投 げ る と き 
は ミサ イル の 向き が 45 度 より ちょ っ と だ け 低 く な 
っ た と き に ボタ ン を 離す こと 。 ス ピー ド は も ちろ 
ん 重要 だ けど 、 こ の スピ ー ド を 活か す も 殺 す も タ 
イミ ング 次 第 だ 。 
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フル チャ ー ジ で 岩 を 割り まく れ 爆走 する 列車 を 受け 止め て 押し 返せ 
この 競技 は 、 と に か く ボ タン を ひたすら 連打 し て 、 猛 ス ピー ド で 向かっ て くる 列車 が 自分 の 直前 に 来 
ゲー ジ が いっ ぱい に な っ た ら 真 ん 中 の ボタ ン ! こ た と き に ボタ ン を 押す の が 吉 。 で も 、 あ まり 粘り 
の 繰り 返し だ 。 交互 に うま く 連 打 し な いと ゲー ジ すぎ る と 体勢 を 月 し た り 、 列 車 に は ね られ た りす 
の 上 が り 方 が 不安 定 に な る の で 気 を つけ よう 。 ゲ る の で 注意 する こと 。 そ し て 、 列 車 を 受け 止め た 
ー ジ が いっ ぱい に な る 前 に あわ て て 割 ろ うと する ら す ぐに 連打 を 始め よう 。 受 け 止 め た 瞬間 か ら 突 
と 痛い ぞ 。 き 放 すま で の 3 秒間 の 連打 が 勝負 だ 。 
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滝 間近 の 激流 を 3 段 跳び で 越え ろ 
助走 スピ ビー ド は どん どん 蓄積 され て いく の で 、 最 
初 か ら 一 所 懸命 連打 し て いれ ば 、 そ の 分 最高 スピ 
ー ド は 伸び る 。 問題 は 3 回 ある ジャ ンプ の タイ ミ 
ング だ 。 最 初 は 水面 直前 で ジャ ンプ ! 2 度目 と 
3 度目 は で きる だ け 水 面 で 粘っ て ジャ ンプ し よう 。 
で も 、 あ ん まり 欲 張 る と 


壁 を 中 っ て 楽 早 くに ma 

と に か く タ イミ ンク グ 命 。 壁 に 張り 付く 時 間 が 長い 
ほ と 高 く 跳 べ る けど 、 粘 りす ぎる と 即 ア ウト 。 絵 
を 見 て タイ ミン グ を 取る の も よし 、 リ ズム を 体 で 
覚え る の も よし 。 自 分 な り の 方 法 で タイ ミン グ を 
つか も う 。 で も 最初 だ け は 壁 ま で の 距離 が 短い の 
で 、 通 常 の タイ ミン グ よ り 少 し 早め に 跳ぶ こと 。 
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迫り 来る 怪獣 を 気合 弾 で 狙撃 せよ 

モン スタ ー ガ が 出現 する の は 全部 で 1 1 回 だ 。 早く 撃 
て ば 撃つ ほど ポイ ント は 高い けれ ど 、 撃 ち 損 ね れ 
ば も ちろ ん 0 点 。 通過 基準 値 を 11 で 割っ た ポイ ン 
ト が 皇 回 出 て いれ ば 、 と りあ え ず は OK と 考え て 、 
まず は 気楽 に プレ イ す る こと が 大 切 。 と に か く カ 
まな い の が コツ だ 。 
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AU 訟 人 S つ リツ 
ry し 3 0 で ハン KK へ 公家 避 」 

っ J 吉 nS 人 る つつ 7 

「J く SE 家屋 会 
去り ヨ ke で G 和 8 で の 電 り けり け ” 班 当 田 革 共和 人 
合い h ト KK ホー で re で 和 遍 選 選 つげ 
可 で 光量 いや レン < 
で し 義村 民生 」 
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ビ 個 り 語 ウン" うる 6 | 所 SS 提 で 
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中 中 に で 選 加 蛋 や 全線 甘 人 じ 2” M 
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OO 
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近 36′ 思 陣 区 編 旨 だ し 時 半 しり が 

「 所 Ko” Q ジ mm で し か 6」 
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ナム コピ デオ ゲー ム グ ラ フィ ティ VOI.9 (? 名 様 ) 


ビク ター エン タテ イン メン ト 賜 より 好評 発売 中 較 
「 ス ティ ー ル ガン ナー 2 」「 ラ 
ッ キ ー& ワ イル ド 」「 ナ ッ ク ル 
生 。 ヘッ ズ 」 タ ンク フォ ー ス 」「 ロ 昌 42 
ge 一 リン グ サ ンタ ダー 2」「 ゴ ー リ (る 
加 導 一 ゴー スト 」 を 収録 。 最 近 の | 
gs ヒッ トゲ ー ム の オリ ジ ナ ル バ 

・ 一 ジョ ン が 勢ぞろい で す 。 旨 有 に 
維 > 野村 義男 の アレ ンジ も 痛快 ノ 必 間 に 「 


アニ エン 和紀 の 
バッ グ (1 名 様 ) 
こ 登 場 の 山本 未来 さん が 、 


= アニ エス b. の バッ グ を 読者 の 
皆さん に 。 こ ミニ れ ほ ピッ ク グ な 少 リス マス アレ ゼ ビ 


イマ ー ジ ュ ・ 昌 ゴス テッ カー 
本 誌 10 て 1 ページ に 登 
屋 寺 市 さん オリ ジ ナ ル 
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(? 名 様 ) 


ビク ター エン タテ イン メン ト 帳 より 12 月 16 日 発売 予定 

オリ ジ ナ ル |14 曲 アレンジ 3 曲 / 常々 の 2 枚 組 で 発売 。 
アレ ンジ ャ ー は も ちろ ん 米光 亮 。 収録 は は エアー コンバット 」 
「 糧 裂 ク イズ 魔 0 大 冒険 」「 ニ ュー マン アス レ チ ッ ク ス 」「 ブ ラス 
ト オ フ 」・・・ 他 


ワン ダー エッ グ ・ 作 ロウ ィ ン ・ テ レ カ ( ? 名 様 ) 
793 年 の ハロ ウィ ン イ ベ 
ント を 記念 し て の テレ 
ホン カー ド 。 な ん と 限 
定 150 枚 の プレ ミア 販 
売 / 貴重 な 誌上 プレ 
ジン ジ ド で す の 。 
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楽し い バ イエ ル 併 用 「 ワ ルキ ュ 
ー レ の 伝説 」「 女 神 転生 I ・II」 
(セッ ト で 名 様 ) 


クー の なさ ョ ニン ツク GE ビア シン が 玉 達 ツ ! ウ ルキ マー レ の 
伝説 」「 女 神 転生 」 と も 、 全 曲 の ピア ノ ・ ソ ロア レン ジ の ス 
コア を 収録 。 し か も 、 す べ て の ナン バー に “バイ エル 〇 〇 
番 程 度 と レベ ル を 表記 し て ある ほか 、 運 指 や 演奏 に 関す 
る ちょ っ と し た アド バイ ス も 明記 。 こ れ か ら ピ アノ を 始め 
よう と し て いる 人 、 練 習 に 詰まっ て いる 人 、 す で に マス タ 
ー し て で いる 大 … す べ て の 背 楽 ファ ン に お くる 楽し い エ チュ 
ー ド の 決定 版 で す 。(「 ワ ルキ ュー レ 」 は 連弾 あり ) 
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9 0 M 1 ト は で で 避 で 放 里 ロー トー ぬ で で 中 つ っ うう) 國 
NN 46 っ うう + む ト 8 5 と 、Qo6 CD 1) 
LO N 人 半 CO 」) ( 四 連 嘘 Je ( 柏 用 吐 寺 w%S ま OSS) 
NE や 遇 ヽ ン 5 6 SI QJm ハ みさ ペー ベ Po の ヘー 店 り 宇 旨 夫 3 2 o 
抽 で こぐ 机 1 邊 に “ HK6 和 本 = ArrepMS 公 AT ヘ ト ー 
男 | 愉 で 上 ン 天 入 下 Sn っ 1) ?) で し 慰 46 つ る 5 筐 3 喘ぐ 日 衝 小 本 64Q - 1 
いつ い D 。 さ 2 お 2 KK も KGIHG 炉 AO W 下 し 
に スハ 人 上 2 相 、 SNMP TU に 凍 人 
smU 度 ここ コ > 生 0 や 立つ っ 1 ス ン に 
6 ド - リーG キ せ 人 ー) い ) の @「H ト 時 (0 0 了 。。。 De MC 癌 うら 8 人 6 ト さ II 
了 和 還 AM 還 了 N Pte NNNeSSN) mV し Ge 間 AS っ WT か GT 
人 K NG 大 2 に ーー 本 較 世 EAN QJ レク ロー 人. 
還 ! ボ 3 be CO 則 ン 0 ロ ヽ K ト ー3 ゼ 三貴 半 握 "eSTT も 4 
つ W ロ RA じ 中 ハ Me ) ド ポ 粗 く て ロト ー ポ 起 だ ja 科 レヒ ー 畠 交 や で W 嘱 じ っ 由 球 
病 1 |」 SG で 時 U) NIIO 公 臣 6” 財 る 8 村 衣 選 り 画 生 ” し 会 な 2 】 りつ よ ミーG 
SN NISU | 6 和 基 P DS 還 CK:PKSEDkehOu く 人 
CU 占 月 * XSD O O ね 内 レク 首 炉 旬 
AA で も 帳 下 _n J 2 - Zn ロリ 中 C じ っ ie” や G ズ 失 公 誕 
NNW ラン 団 R マ トロ ・ い へーH や に: 放し や MK 
4 さぶ 5 表 1 工 中 G つ づつ 窒 n ン 6 さき つ 人 SS トー コロ で ピ っ " 科 Eu 
大 や は 明 間 主 農 S 16 GN%G っ TX ヘイ 上 NN AA 林 レ じじ か G 家 時 に 
ンジ っ 半 の 5 交 災 。 ーー 6 o ン P_ TS Ni 
和 時 、 ト | 前例 や 革 で 谷地 い 取 思 で 7」 の うっ 心 四 x7 漂 SKe 1 NRNK ト へ AG 愉 で 
ミ 選 選 ) 衣 人 5 同 羽 SN 60 の タク ) ね 、 移 6 の GO で で ・ 
B 民 財 KeG 明 血 ト 0 電 。。 ト し TA I じ No っ で や コ 
評 陣 お ee と ュ 6 訪 * H % ツィ 稚 動 他 で 結 や せい へ へ へ で ポト kT (区 展 其 是 環 町 料 KW くく 民 ) 
人 で 5 二 。 や Janw 忠 刀 間 叫 記 ト ふ ーo」3 Pe 裳 SD し 63S ら 6 へ や" 之 〇 ( 拓 mge 給 ) 所 
) 本 > | EERYW R  / 血 到 | っ es 0 ーHAN く ME ン 。  #GIRYG つ 明 A ン 洋 つ レ x9 投 可 つ で 
と が 、 の KS 二 0 ン | く 叫 不 明 財 6 地 り 恨 掲 いく) い ハ ペーH へ くに COAOWO つ 過 S. 中 宮 キー キキ ペー 
で NN へ Ne っ < 北 ) 志 閉じ レレ っ の ン っ 区 回 
ン 良い ヽ 2 eS N・ :GM 』 2 ン [ へ AO: SS ご 3 
員 8 和 っ NOh の はい 内 リ 中 導 り に 一 月 SG 『 和 FINNAK へ 2 ーー に 
也 外 Luoy 軸 中 に ふ ふ 志 すく モリ 上 0 縛 の り 記 る の い 骨 雇 M テウ Gi!) うく 6 の 表 陸 財 本 公 二 公 で で 
慌 直人 引 ま ロ 言 」o っ 革 つ 人 坦 NO | 生 入 Sg 地 u 放 て ン 財 地 り 洋 ら る で 。 と も Sc ト 入 さき ンー お 座 固 ルレ ヘ と トミ さ ン 
い SNS S き CO K 軸 トリ Ku レセ? co の 外さ KN ユー ヘン じゃ Sc・ ト ふ ミ 詩人 0 1 が 
M HH お 時に - Koh 」 し pRSTHYY" RNHPp 据 で し し 括 S 
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揚 う 科 馬 肖 人 2D00A| 失 れ | Lo 半 人 む くべ レン レム へ へ て 
Ng な 。。 ] 3 下 じ へ KK や で し SW つ で 了 ec、 へ 6 っ レン 訪 忌 りつ 
SE に イイ 思い 1 (や 弄 環 堅く き ) mo の を ST 
KK 品 レ PA 札 峠 0 e Ko 人 n レ うむ ine@G で | 坪 
G 妃 員 ト 0 司 世 GAK を へ て Koo 八 長手 人 誠 じ ヤ 0 秀 っ し 区 と)” エニ 人 ※ 
「I エ 6 の nE と ユエ ) Z Oo 4Q 々 < 0 っ 選 FSS 民 赦 - つ ヒー 
3 世 和 中 負 志 JA で 症 写 G 鍵 長い レン 0 2? 394 まま っ 間 Neg 。 
6 民 2 と と) o こ 》 っ J 
JS っ つ 沖 9 コー 省く わる" ヘ ト ーK も 3 
ーー 」) NO 。 0 5 へ さ コ 6 < く 6 も 
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3 6 四 3 『 ll 滴 +、 上 Th / 3 選 和 区 っ レン で ぃ っ) 環 つ 上 ES 計 
必 析 っ AT ロレ じ セ な ( 衣 田 忠 そ 軸 羽 n ぐ デ ト ) 
っ 中 誠 ト つ っ / 2 な り : 人 SO が 
1 9 議 1 | 度 じ wo 介 記 36 甘 較 G 囲 仏 計 wSG し ^ oe マ ー 色 唱 RG 入団 は RIG 計 
2 3 則っ to See 和 wME 弧 iJo う 9 つ 4P 1)G 槍 まま い レス 
ン の ANYS2 y お + ヽ キー Ns > ら 
ト N 中 NN Pk し 公 忠 約 G 1 時 や COG し ′ 慌て く ロ で つ 給 愉 「 へ トーKK で AN ト ポ ペ ネー へ mA」 も 397 
< の で の 3 で 1 I の 。 れ 1 Bl” 
机 J 研 際 55 ト 朗 エー て (6 選 つ レ っ じ 諾 G く 0 で じ o8M08p 2 妥 う KNNSNSS 欄 国 
ーー 和 取 に に 2 本 析 m 上 人 品 ロ 各 ANJAm ANP も "Im っ 6 マー 悩 胃 % し で 選 容 つ る 幅 量 XS 琵 双 つじ る が 6 本 っ 
り LU 了 Wo | が 1 の 孝 つ ヽ ゃ 上 。p 拓 eG し AN つう 7 瞳 現 で マー 各 
じ 心 に か っ 仙人 ん 3 信介 っ 
L CO 9 ぃ らら に きら 
一 | ヽ ン デ を 中 QoS 納 ) 記 
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2 月 中 の 当 軍 は ラッ キー. で も 、 | 
月 中 は 、 す べ て の タイ ミン グ が ずれ た り し 
が ち 。 2 月 に 入っ て か ら 中 旬 ま で は 、 た と 
え 恋 人 と の 仲 が 気まずく な っ て も 、 す ぐに 
自分 の 欠点 を 直し 謝る 努力 を する と 立て 直 
し 可能 。 は め を 外し そう で 外さ な いと いっ 
た 中 運 で す 。 金 運 も 2 月 に 乱 費 し な けれ ば 
大 丈夫 .。 し か し 、 直 感 力 は 世 え な い 時 な の 
で 、 絶 え ず 良い 情報 を 本 や 友達 か ら 入手 し 
て ね 。 | 月 中 旬 以 降 に 特に 良い 情報 が 入り 
ます 。 チ ャ ンス は 素早 く キ ャ ッ チ の 姿勢 を 
大 切 に 。 体 や 頭 の フッ トワ ー ク は 常に や っ 
て お く 必 要 が あり ます 。 そ れ が 良い 運勢 で 
いら れる 秘訣 で す 。 | 月 30 日 以降 は 何かと 
開放 感 を 感じ ます が 、 乱 気流 の よう な 運勢 
も 含ん で いま す の で 、 物 事 の 計画 は 慎重 に 
や っ て ね 。 お 母さん か ら よ りお 父さん か ら 
の ほう が 強い 影響 を 受け て いる 時 で す 。 何 
か と 相談 ご と を 持ち 掛け て みて は ? 支 |2 月 
20 日 まで と 2 月 の 屋外 スポ ー ツ 、 ドリンク 
は 多め に 。 人 海外 に 関係 し た 事 


欧 5 生後 以降 の 将来 を 意識 し 、 考え 行動 し し 
て いる 人 程 、94 年 の スタ ー ト は 順調 で す 。 
獅子 座 は 、 堅 実 な 生活 区 度 を 認め られ 上 位 
へ と 押し 上 げ ら れる 運勢 の 持ち 主 で す 。 信 
頼 を 得る と いう 、 地 味 な 努力 が 必要 な の で 
す 。 男 人 生 は 小さ な 約束 を 守り 、 相 手 を 楽し 
くさ せる 話術 を 。 女 性 は 品 性 を 重んじ 、 人 
前 に 出 て も 恥 か し く な い フ ァ ッ ショ ン 感 覚 ・ 
教 其 を 身 に つけ る な どの 努力 を 怠ら ず 習 慣 
づけ る 事 が 肝心 で す 。 人 と の 付き 合い 上 手 
の 才能 を 伸ばす に は 、 こ の 時 期 に 対人 関係 
の 工夫 を 研究 し まし ょ う 。 恋愛 に お いて は 
年 下 を 大 切 に する 精神 を 心掛け 、 一 つ で も 
年 上 は 敬う 精神 を 大 切 に ね 。 健康 は 、 年末 
以降 は 本 の 読み 過ぎ に よる 視力 障害 を 避け 、 
メガ ネ と は 無縁 の 生活 を 。12 月 中 は 社交 運 
を 上 手 に 使っ て 人 脈 を 広げ まし ょ う 。 女 性 
は 12 月 20 日 まで モテ モテ 。 男性 も 27 日 まで 
楽し い 恋 愛 運 。 | 月 下旬 か ら ラ イ バ ル の 出 
現 。 過 去 の 恋愛 の 清算 も 必要 。 文 娯楽 と 哲 
学 の 両面 を 持っ た 心 


ずら . まう 補 こ の 順 林 昌 ・ 火星 は 射手 
座 を 運行 中 。 両 者 共に 精神 面 、 肉 体 を エネ 
ル ギ ッ シュ に 強化 し ます 。 正義 に あふ れ 
弱い 心 の 人 を 励ま す 勇 気 さ え 出 て くる で し 
ょ う 。 免 強 、 仕 事 に 対し や る 気 十分 。 恋愛 
は | 月 下旬 > 2 月 中 旬 が 準 幸運 期 。 自 分 の 


ほう か ら 熱 い 思 い が こ みあ げ て き て も 、 性 
急 な 行動 に 出 て は ダメ 。 相手 の 気持 ち を 確 
か め て か ら 意 思 表 示し て ね 。 ビ ジネス 運 が 
12 月 下旬 頃 か ら 強 まり あな た の 金 運 を より 
良く し ます 。 | 月 下旬 > 2 月 上 旬 は 感 も 省 
え 、 2 月 中 旬 ま で は 心 の 充実 を 得 ら れ ま す 。 
寛大 な 自分 を 発見 する で し ょ う 。 2 月 13 日 
以降 は 大 人 の 気持 ち で 恋愛 し て ね 。 気持 ち 
が 冷め る と すぐ に 顔 に 出る あな た は 要 注 意 。 
愛情 表現 に は 言葉 は 要り ませ ん 。 相手 が 戸 
惑 い を 見 せ た ら 、 優 し くし て あげ まし ょ う 。 
最近 の 射手 座 は 、 慎 重 さ が 加わ り 心 が 落ち 
着い て きた 時 期 で も あり ます 。 今 は 、 冒 険 
の と き で は あり ませ ん 。 ブ レー クタ イム 
は チョ コ & ケ ー キ 


男の子 は |2 月 2 28 日 て | 月 20 日 が ラブ チャ 
ンス 。 勇 気 を 由 し て 好き な 子 を デー ト に 誘 
っ て み ま し ょ う 。 女の子 は 12 月 21 日 て | 月 
28 日 に 頼も し く 男 らし い 彼 と 縁 が 出来 そう 。 


友人 か ら の 紹介 な どの 出会い が 吉 。 大 き な 
グル ー プ に 関係 し て いる 程 運 勢 は 良く な り 
ます 。 男 信 は | 月 21 日 2 月 12 日 、 女 性 は 

| 月 29 日 2 月 下旬 7 が" 直 共 ⑳ し や すい 時 。 頑 
固 に 意見 を 押し 通し た り 、 自 我 を 出し 過ぎ 
た り し な いで ね 。 本来 の 優し さ を 発揮 し 、 
親切 な 心 を 大 切 に 。 愛 を 与え る と 循環 し 、 
誰か ら と も な くま た 自分 に 帰っ て くる も の 
で す 。 す べ て を 自然 に 任せ る 努力 が 良い 運 
を 呼び ます 。 今 の 時 期 、 仕 事 や 学校 生活 な 
ど 社 会 運 は 順調 で す が 、 精 神 面 で の 無理 は 
後 で 体調 を くず し ます 。 コ ミュ ニケ ー シ ョ 
ン は 12 月 27 日 て | 月 20 日 が 大 変 ラ ッ キ ー。 
大 切な 話 は 是非 この 時 期 に し て ね 。 ま た 、 

| 月 21 日 2 月 22 日 の 伝 境 事 項 は シン プル 
か つ 手 短 か に 。 文 多 人 数 の 行動 。 2 月 13 
日 以降 の 海辺 


記 受 よ り り b 電 学 に カ を 入れ る 時 で 。 

まず 家庭 の 中 で の 自分 の や る べき 事 を 把握 
し 、 手 短 か に 処理 し 、 自 分 の 勉学 の 時 間 を 
大 切 に ね 。12 月 20 日 まで は 、 家 の 中 で の ご 
ちゃ ご ちゃ や 類 わ し さ で 頭 を 悩ま せ そ う 。 
一 人 暮し の 人 は 、 部 屋 の 整理 整頓 を 心掛け 
る と 、 焦 燥 感 や 音 立つ 思い を し な く て も 良 
いで し ょ う 。 恋愛 は 女の子 は 12 月 21 日 より 
精力 的 な 男 信 と の 出会い が 、 ま た 男の子 は 、 
12 月 28 日 1 月 1 日 まで に 現われ た 女性 と 
は 隠 や か で 良い お 付き 合い が 出来 る で し ょ 
う 。 恋愛 も 結婚 も 12 月 か ら 努 力 次 第 で ハッ 
ビ ピー エン ド と な る 相手 を 獲得 する 幸運 期 に 
入っ て いま す 。 早々 と 将来 の 伴 但 を 得 た い 
と 思う 人 は チャ ンス で す 。 男 性 な ら 経 済 面 
の 事 を し っ か り 考 えれ ば 将来 の 確信 が 強 ま 


り 、 だ ん だ ん に 幸運 の 歯車 が 回 っ て ゆく で 


し ょ う 。 女性 は 、 着 才 時 か ら 始 まっ て 教 姜 や 
歴史 の 本 な と 興味 の わい た も の を 手 に し 、 
資格 を 得る 覚悟 で 勉強 し まし ょ う 。 急 お 城 、 
遺跡 な と 優雅 な 歴史 ある 建物 


稼 び 木星 が 半 座 入り し て いる この 時 期 は 、 

今 ま で の イラ イラ の 総決算 を し た い 時 で し 
ょ う 。 近 年 は 山羊 座ら ほし く な く な る 傾向 で 、 
自分 の 伝統 を 守る より 、 新 し い 事 に トラ イ 
し た い 気 分 で いっ ぱい の は ず 。 自分 の 常識 
を 変え た い 願 望 あ りあ り で す 。 金 運 は 年 が 


若い 人 ほど 欠乏 感 の 日 々 。 ス ポン サー か が 必 
要 な 感じ で す 。 お 金 を 持っ た 家族 や 友人 の 
いる 人 は さ ほ と 危機 友 は な いで し ょ う 。 恋 
愛 は 自分 か ら 能動 的 な 行動 に 出る 方 が 良い 
で し ょ う 。 2 月 中 旬 か ら チ ャ ンス 。 受身 が 
好き な あな た も 今 は 行動 に 出 な く て は 後々 
の 運勢 が 開け ませ ん 。 12 月 28 日 て | 月 20 日 
は 愛 の バイ ブレ ーション が 強まり 、 ま わり 
の 人 を も 幸せ 気分 に し ます 。 パ ー テ ィ ー に 
良い 時 期 。 人 に どん どん 愛 を 与え まし ょ う 。 
12 月 21 日 | 月 28 日 は 人 が 自分 の 思い 通り 
に な ら な いか ら と いっ て 短気 を 起こ さ な い 
で 。 友 人 は 自分 と 同じ 性 格 の 人 が 集まり ま 
す 。 相 手 を 尊 交 す る 事 が 大 切 。 地球 上 の 
人 と の 一 体感 を 持っ て 遊ぼ ば う ね 


大き な 異変 も な く 、 平 隠 無事 の 運勢 。 
12 月 8 日 選 12 月 26 日 は 緊張 し た り 、 人 の 言 
っ た 言葉 に 振り 回 され な いで ね 。 こ の 時 期 
に 将来 の プラ ン を 立て まし ょ う 。 特 に 貯 区 
の 精神 を 大 切 に し て いる と 、 1 月 の 成人 式 
あたり か ら リ ッ チ な 気分 。 ま た 詩 や 絵 を 書 
いた り と 芸術 の 色 に 染まる の も 良い 時 で す 。 
恋愛 運 は 、 | 月 下旬 か ら 上 昇 運 。 2 月 2 日 
て 10 日 は 電話 の や り 取 りや 会 話 上 の 言葉 の 
使い 方 に 注意 。 し ゃ べり すぎ は 禁物 で す 。 
また 、 目 分 の や っ た 事 の けじめ を は っ きり 
と つけ る こと が 開運 の 鍵 。 長 期間 に わた っ て 
の 土星 の 影響 で 双子 座 の 欠点 で ある 軽 は ず 
みな 事 を し て の 失敗 や 、 心 落ち 着 か な い 動 揺 
に よる 失敗 を 軽減 され て いま す 。 学校 や 会 
社 で の 年 配 者 か ら の 良い 忠告 が 土星 か ら の 
贈物 で す 。 12 月 | 日 20 日 の 女の子 の 恋愛 
は 刺激 的 。 友 達 と よく 相談 の うえ 彼氏 を 決 
め て ね 。 有明 全 は 12 月 4 日 27 日 は 、 彼 女 と 
の 程 良い 距離 を お いて の つき あい が 理想 で 
す 。 支 伝統 ある 場所 


し ば らく 

は 内 面 の 充実 を 計る 時 期 と な り ま し た 。 心 
を 鍛え て くれ る ケン カ 友 だ ち が 身 近 に いた 
ら そ の 人 か ら 学 ぶ 事 は 大 きい は ず 。 車 に 乗 
っ て いる 人 は 、 近 場 だ か ら と いっ て 気 を 許 


移 ず び 華 や か な 運 期 は 速 ざ か り 、 


さ な い で 。 | 月 まで は 特に 安全 運転 を 。 恋 
愛 は | 月 下旬 2 月 12 日 が 恵まれ た 時 。 決 
断 力 不足 の あな た に ふさわしい 頼も し い パ 
ー ト ナー を 獲得 し まし ょ う 。 レ ジャ ー 運 も 
最高 で す 。 | 月 の 後半 が 、 よ り 遊 び の プラ 
ン を 立て る の に 良い 時 期 。 旅行 な どの 企画 
も 良い で し ょ う 。 フ ァ ッ ショ ナブ ル に 行動 
し て ね 。 や は り 年 末 か ら | 月 中 旬 ま で は 忘 
年 会 と か クリ スマ スパ ー テ ィ ー な ど で 何 か 
と 忙し い 時 。 友 達 と の 付き 合い の 合間 に 、 

家族 と の お 食事 も 考え て お いて ね 。 お 小 遣 
い 不 足 の 時 に は 家族 は 強い 味方 で す 。 天 衝 
座 は みん な と 協力 し な が ら 成 長 す る の が 望 
まし い の で 親 三 行 は 大 切な の で す 。 文 手 編 


み の セ ー タ ー、 手 作り の お 菓子 や 埋 を 持 
っ て の 外出 


PS 
に > 


稼 沈 学校 や 会 社 で 付き 合う 目 上 の 人 の 影響 
が 大 きい 時 。 自我 や 個 生 を 出し て 目立つ 存 
在 で いる より 、 人 に 学ぶ 精神 で 謙虚 に 頑張 
っ て いく ほう が 後々 有利 な 運勢 に な が り ま す 。 
12 月 4 日 己 27 日 は あな た の 良い 部 分 を 認め 、 
引き 立て て くれ る 人 に 出会い そう 。 1 月 2| 
日 て 2 月 12 日 も 良い 人 に 出会え ます 。 恋愛 
も 同じ 時 期 に 恵まれ 意識 し て いる 人 程 良い 
相手 に 出会え ます 。 す べ て 自分 か ら 行 動 範 
囲 を 広げ る 努力 を TA 


て くれ ませ ん 。 い ろ ん な 人 に 、 晶 分 縛 議 


の セン ス を 磨く 事 に 専念 し まし 』 ぅ 。 現在 
の 水瓶 座 は 山羊 座 の 影響 を 強く 受け て いま 。 
す 。 華 や か に 舞い 立つ より 、 辛抱 強 ぐ 足下 
を 固め て 行っ た 方 が クー 、 cont 


7 T ょ NE い 


"の な た の 天 を し て いま す 。 た だ の 人 有人 に お いて 放り 5 な の で 史 に 人 し ましょ 計 2 ポイ ンド イメ ン 


ー ス で す 。 9 知っ て 下さ い 。 3 


区 自分 か ら 行 動 を 起こ す よ り 、 受 動 的 に 待 
つ 座 勢 が 吉 。 相 手 の 出 方 を 見 て こち ら の 襲 
度 を 調節 し て ね 。 男の子 も 12 月 中 は 年 下 を 
特に 可愛 が っ て ね 。 面倒 を みる こと に よっ 
て 、 徳 ある 男性 へ と 成長 出来 ます 。 幸運 の 
星 の 影 響 で 、 男 女 共に 、 素 晴らし い 付き 合 
い の 出 来る 人 た ちと 出会う 準 幸運 期 。 恋愛 
は 2 月 13 日 以降 が 幸運 期 と な り ま す 。 12 月 
| 日 7 日 は 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
多く する と 良い 情報 が 入っ て きま す 。12 月 
27 日 | 月 14 日 は 、 外 界 か ら の 情報 を いか 
に 選択 する か の 緊張 の 時 期 。 人 生 は 選択 の 
連続 で す 。 良 い 選 択 の 積み 重ね で 良い 運勢 
が や っ て 来 ま す 。 相 手 の 欲 に 引っ 張ら れ て 
は いけ ませ ん 。 謙虚 を 美徳 に 生き る 姿勢 が 
蟹 座 の 将来 の 幸せ を 約束 し て くれ ます 。 
月 21 日 1 月 28 日 は 、 ちょ っ と 短気 に な り 
や すい の で スト レス を 生じ な い 程 度 の 付き 
合い を し まし ょ う 。 睡眠 時 間 を た っ ぷり と 
る 事 が 必要 。 文 料理 な ど 出 来る 家庭 的 な 雰 
囲 気 の 場所 。 欠 山 、 小 昼 


W や っ と 訪れ た 12 年 ぶり の 幸運 期 。 一 つ 
ー つ 願い 事 を 叶え る よう に 頑張 っ て 下さ い 。 


金 軍 は 向上 し て いま す が 、12 月 中 は 衝動 的 
な 買い 物 は 控え て ね 。 大 き な 買 い 物 が 出来 
な く な る 訪 論 が あり ます 。 幸運 を 与え る 木 
星 の 影響 で 、 持 ち 前 の 集中 力も ゆる み が ち 、 
と いっ た 運 期 で も あり ます 。 こ の 時 期 、 太 
っ た り 自 信 過 剰 に な か っ た り と 体 も 心 も 大 き 
く な る 傾向 。 心 が お お ら か な の で 友達 の 世 
話 や 面倒 な こと に まで 首 を 突っ 込む か も 。 

し か し 、 少 々 の 事 が あっ て も 幸運 の ベー ル 
に 守護 され て いる の で 大 丈夫 。 同時 に 試練 
の 星 か ら も 鍛え られ て いる の で 、 頑 張る 心 
も 強く な り 、 少 々 の 事 で は へ こ た れ な いで 
し ょ う 。 す べ て 良い 方 に 受け 取る 気持 ち が 、 
あな た を より 幸運 に し ます 。12 月 下旬 | 


月 中 旬 、 2 月 中 旬 ^ ン 下旬 は ラッ キー な 恋愛 
に 展開 する チャ ンス 。 で も 、 あ まり 幸運 を 
人 に 話す と 、 2 月 中 は 第 三 者 の 出現 に より 
妨害 や 困っ た 問題 が 出 て きそう で す 。 
学 書 ( 愛 の 書籍 ) を 常に 所 持 
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